
 

 

 

 

 

 

  

 

中央本部は本日、申第

について、
 

  

１．契約社員の表彰の改正

    契約社員を効績章の対象とする。

     

 

 

２．独身者に対する帰省旅費の支給回数等の改正

    独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

ついて、現行「年３回」を「年４回」に改正する。

    本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

とする。

 

 

３．実施時期等

   平成

 

 この諸要求改善項目

の議論におい

「契約社員の

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

者についても対象となります

「独身者に対

及び総合職

支給するこ

２０１８ＪＲ

中央本部は本日、申第

について、会社より提案を受けました。

契約社員の表彰の改正

契約社員を効績章の対象とする。

 ※表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。

２．独身者に対する帰省旅費の支給回数等の改正

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

ついて、現行「年３回」を「年４回」に改正する。

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

とする。 

実施時期等 

平成３０年８月１日から実施する。

諸要求改善項目

において実施す

契約社員の表彰の

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

者についても対象となります

者に対する帰省旅費

総合職社員へ適用

こととなりま

２０１８ＪＲ総連春闘

 

中央本部は本日、申第１１号「諸要求改善に向けた申し

提案を受けました。

契約社員の表彰の改正について

契約社員を効績章の対象とする。

表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。

２．独身者に対する帰省旅費の支給回数等の改正

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

ついて、現行「年３回」を「年４回」に改正する。

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

 

月１日から実施する。

諸要求改善項目は２０１８ＪＲ

することを確認

の改正」につい

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

者についても対象となります。 

帰省旅費の支給回数

適用拡大が実施

ます。 

総連春闘における

「諸要求改善に向けた申し

提案を受けました。提案内容は

について 

契約社員を効績章の対象とする。 

表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。

２．独身者に対する帰省旅費の支給回数等の改正

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

ついて、現行「年３回」を「年４回」に改正する。

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

月１日から実施する。 

２０１８ＪＲ総連春闘

確認し、この

ついては、効績章について

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

 

支給回数等の

実施されます。

る成果ですの

 

「諸要求改善に向けた申し

提案内容は以下の通りです

 

表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。

２．独身者に対する帰省旅費の支給回数等の改正について

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

ついて、現行「年３回」を「年４回」に改正する。

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

 

総連春闘におい

の間細部に

効績章について

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

等の改正」につい

す。なお支給

すので、組合員

ＪＲ貨物労組

2018年

「諸要求改善に向けた申し入れ」に対する諸懸案事項

以下の通りです

表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。

について 

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

ついて、現行「年３回」を「年４回」に改正する。 

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

において申１１号（諸要求改善に向けた申し入れ）

について議論

効績章について表彰の当該年の１０月１４日までに勤

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

ついては、支給

支給回数につい

組合員への周知

ＪＲ貨物労組中央

年7月31日

入れ」に対する諸懸案事項

以下の通りです。 

表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

申１１号（諸要求改善に向けた申し入れ）

議論を行なって

表彰の当該年の１０月１４日までに勤

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

支給回数の増

ついては８月１

周知をお願いし

中央本部業務部

日 

入れ」に対する諸懸案事項（その２）

表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象

申１１号（諸要求改善に向けた申し入れ）

ってきたもので

表彰の当該年の１０月１４日までに勤

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

の増（年３回→

１日から「年４回」

します。  

本部業務部 

№1 

（その２）

表彰は当該年の１０月１４日までに、勤続年数が満２５年以上の者に対して行う。 

独身者（管理職社員及び２８歳を超える社員は対象から除く）の帰省旅費支給回数に 

本社で採用し、その人事運用が全国展開となる社員についても、帰省旅費の支給対象 

申１１号（諸要求改善に向けた申し入れ）

です。 

表彰の当該年の１０月１４日までに勤

続年数が満２５年以上の者に対して表彰されることとなります。したがって勤続２５年を超える

→年４回）

から「年４回」を

 

以  上

（その２）

 

申１１号（諸要求改善に向けた申し入れ）

回）

上 


